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五
月
七
日
、ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
五

所
川
原
み
な
み
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、市
内
一
野
坪

の
圃
場
で
田
植
え
の
体
験
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
実
習
は
当
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
い
ず
み

小
学
校
三
学
年
の
境
谷
尚
泰
く
ん
の
父
で
あ
る
境
谷

稔
顕
さ
ん（
有
限
会
社
豊
心
フ
ァ
ー
ム
）が
企
画
し
た

も
の
で
、コ
ロ
ナ
禍
で
遠
征
等
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、日

頃
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
専
念
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
に
、ス
ポ
ー
ツ
の
み
な
ら
ず
、コ
メ
づ
く
り
に
対
す

る
興
味
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、田
植
え
の
体
験
実

習
を
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、始
め
に
田
植
え
体
験
を
企
画
さ
れ
た
境
谷

稔
顕
さ
ん
か
ら
手
植
え
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、

児
童
保
護
者
ら
と
共
に
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
同
市
で
最
高
気
温
二
十
五
度
と
、蒸
し
暑

い
状
況
の
中
、子
ど
も
た
ち
は
泥
ま
み
れ
に
な
り
な

が
ら
昔
な
が
ら
の
苗
の
手
植
え
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

同
ク
ラ
ブ
男
子
キ
ャ
プ
テ
ン（
南
小
学
校
六
学
年
）

の
俵
谷
悠
吏
く
ん
は『
最
初
は
泥
が
冷
た
く
感
じ
た

け
ど
、段
々
慣
れ
て
き
て
楽
し
か
っ
た
。収
穫
し
た
お

米
は
、梅
干
し
お
に
ぎ
り
に
し
て
食
べ
た
い
で
す
。』、

同
ク
ラ
ブ
女
子
キ
ャ
プ
テ
ン
の
松
山
叶
さ
ん（
中
央

小
学
校
六
学
年
）も『
泥
が
汚
く
て
、最
初
は
嫌
だ
っ

た
け
ど
、段
々
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。収
穫
し
た

お
米
は
塩
お
に
ぎ
り
に
し
て
食
べ
た
い
で
す
。』と
そ

れ
ぞ
れ
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

境
谷
さ
ん
は
、秋
に
は
収
穫
体
験
も
予
定
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
、『
皆
に
収
穫
し
た
米
を
振
る
舞
い
、コ

ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
許
さ
れ
る
状
況
で
あ
れ
ば
、ク

ラ
ブ
の
皆
で
豚
汁
や
ち
ゃ
ん
こ
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
、

色
々
な
料
理
を
作
っ
て
収
穫
を
祝
い
た
い
。』と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

【写真】　一野坪の（有）豊心ファームの圃場で田植え体験をした五所川原みなみスポーツ少年団の皆さん

楽しかったよ！田植え体験楽しかったよ！田植え体験
※農業委員会だよりは
　こちらのQRコードから
　ご覧いただけます。

ひ
さ
ひ
ろ

と
し
あ
き

苗は葉先を持た
ずに、根元を持
ちます。

苗をパスして !

泥だらけ…。

土をほぐし、
３～５本苗を
取ります。

溝ではなく、盛り
上がっているとこ
ろに植えます。
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～スマート農業時代到来～航空防除組合が行う
薬剤散布経費の一部を補助します

航空防除組合が行う
薬剤散布経費の一部を補助します

航空防除組合が行う
薬剤散布経費の一部を補助します

　４月19日、令和３年度「飼料用米多収日本一」コンテスト（単収量の部）で、農
産局長賞を受賞した、金山の高橋俊惠さんの授賞式がご自宅で行われました。
　授賞式では、農林水産省東北農政局の木村勝彦地方参事官（県担当）から、
高橋さんの長年の経験から得た知識と独自の工夫が多収に繋がり受賞に繋がっ
たと伝達があり、賞状と記念品が手渡されました。
　高橋さんは昨年度も同コンテスト（単収の部）で、協同組合日本飼料工業会
会長賞を受賞しており、２年連続の受賞と快挙を成し遂げました。
　「飼料用米多収日本一」コンテストは、日本飼料用米振興協会と農林水産省
との共催で実施しているもので、飼料用米生産農家の生産技術の向上を維持す
るため、先進的で模範となる経営体を表彰しているものです。例年は東京にお
いて行われる授賞式ですが、コロナ禍とあって昨年度と同様、各地域での授賞
式となりました。
　高橋さんは昨年度の受賞では「みなゆたか」を10㌃当たり827㎏を収穫しまし
たが、今年度の受賞は品種を替え「ゆたかまる」を作付けし、10㌃当たり852kg
と更に収量を上げ今回の受賞となりました。
　高橋さんは『無人ヘリコプターで、一発肥料を１回目に多く入れたことが多収
に繋がったと思う。名誉ある賞を2度も受賞し感謝申し上げます。地域の皆さん
にも飼料用米を作付けしてもらえるよう、手本となるように頑張って行きたいで
す。』と受賞の喜びと抱負を語りました。

　市は、五所川原市産米の品質低下の抑制と農業従事者の生産コストの低減、病害虫
の一斉撲滅を目的とし、市内で活動する航空防除組合が行う事業に要する経費につい
て、事業費を補助します。

１．航空防除補助対象品目
　　水稲（飼料用米、備蓄米等も含む）
２．補助対象経費
　　病害虫に対する薬剤費、薬剤散布にかかる経費（燃料費、人件費等）
３．交付対象面積及び交付単価
　　２回薬剤散布を行った面積１アール（a）あたり30円
　　市に営農計画書を提出し、生産調整目標面積を達成していること。
（個人で達成していなくても加入している転作組合全体で達成していれば可）
４．航空防除組合設立について以下の要件が必要となります
　　（１）組合員：市内に住所を有する組合員のみ、かつ３戸以上の組合員で構成
　　　　 された団体
　　（２）補助対象面積：50ha以上（50町歩以上）の交付対象面積を有していること
５．航空防除組合設立に必要な書類
　　（１）防除組合設立申請書
　　（２）防除組合規約
　　（３）組合員名簿（組合員名、組合員の住所、圃場面積）
　　（４）組合設立議事録
　　（５）組合の通帳、印鑑
　　　※組合設立に必要な申請書など様式については、農林政策課窓口または市　　
　　　　ホームページをご確認ください。
６．期限　６月30日まで　【お問い合わせ先】　農林政策課 内線2514

　３月18日、五所川原商業高校の生徒の皆さんが、リンゴの加工品販売を手掛ける黒
石市の株式会社bloomin(代表取締役黒田和瑚)と共同開発をした、食べられる「Reんご
ストロー」のお披露目に市長を表敬訪問しました。
　このストローは、当市ふるさと未来戦略課の事業である『令和３年度ごしょがわら輝
く☆学生応援プロジェクト』を活用し商品開発したものです。
　生徒たちは、世界的な問題になっている廃プラスチック問題に着目し、SDGｓをテー
マに掲げ、Reduce・Reuse・Recycle(ゴミの発生抑制・再使用・再資源化）の「Re」を取
り「Reんごストロー」とネーミングしました。
　「Reんごストロー」は市の特産品である果肉まで赤い『赤～いりんご（品種：栄紅)』
を使用し、薄くスライスしたリンゴをロール状に巻きつけ乾燥させ製作したものです。
　生徒たちがアイスティーを飲む際に使用したところ、リンゴの香りがアイスティーに移
りアップルティーのような味わいになったそうです。ストローとして使用した後は余すと
ころなく食べることができ、浸された部分はしっとり、吸い口の部分はサクサクした食感
を楽しむことができます。耐用時間はアイスティーで30分程度とのことでした。
　生徒たちは表敬訪問後、SDGｓについて知ってもらおうと「Reんごストロー」を来庁
者の方々へ配布しました。
　「Reんごストロー」は、量産化できるよう現在改良中で、生徒たちは、『将来的には立
佞武多の館の売店での販売や、祭の際に街頭販売をしたい。このストローが市のSDGｓ
を活性化させる架け橋となってもらえたらうれしい。』と想いを語ってくれました。

　４月１２日、市内高野の今茂さん(当市農地利用最適化推進委員)の圃場で県が設置した
『RTK－GNSS基地局』を利用したGPSレベラーの試乗運転が行われました。
『RTK－GNSS基地局』とは、高精度で測位可能な衛星測位システムの基地局のことで、位置
情報データの誤差は水平では、わずか２～３㎝程度と、農業分野で活躍することが期待されて
います。
　県は、市から提出のあったスマート農業推進計画に基づき、国の事業である、農地耕作条件
改善事業を活用し、令和３年度・令和４年度の2ヶ年で、市内に基地局を５基設置する計画で取
り組んでおり、令和３年度は、市浦地区全域を受益地として市浦地区最終処分場周辺に１基、七
和・梅沢・栄地区を受益地としてごしょつがる農協のグローバルライス周辺に１基、飯詰・松島
・長橋地区を受益地として松島揚水機場に１基設置しました。
　令和4年度は、金木地区全域を受益地として金木総合支所に１基、三好・中川・毘沙門・長富
地区を受益地として森内排水機場に１基の２基設置する予定となっています。
　試乗した今さんは『農業分野では高齢化が問題となっており、人手も少なく、圃場整備が楽
になって助かる。』と感想を話されました。このGPSレベラーは、パソコンで作成したマップを
用い整備する基盤の高さを設定することで自動でレベラーを制御するため、経験の浅いオペレ
ーターでも熟練者なみに、正確かつ簡単に作業ができ、軽労化に繋がります。
　また、目印のポール立てが不要なので、次の圃場へ移る際にポールを移動する手間も省け、
更に作業ムラや重複が無くなります。
　『RTK－GNSS基地局』を利用する際には市の利用申請が必要です。

　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】 農林政策課 内線2514

　４月６日、りんご農家を営む土岐彰寿さんが中心となって発足した「太宰が飲んだ!?幻のリ
ンゴ酒再現プロジェクトチーム」の皆さんが市長を表敬訪問し、『リンゴ酒』のお披露目をし
ました。
　リンゴ酒は太宰治の小説「津輕」に幾度となく登場しますが、リンゴ酒の味わいがどんなも
のであったのか詳細不明で資料などが残っておらず、当時のリンゴ酒を再現しようと試みた同
チームの企画が、西北地域県民局の支援事業に採択されることとなり、事業を活用してリンゴ
酒の軌跡をたどることとなりました。
　また一方で、同チームは商品化のためクラウドファンディングも行い、醸造資金を調達し、当
時のリンゴ酒を商品化することに成功しました。
　今回商品化されたのは２種類で、当時のリンゴ酒を忠実に再現した日本酒風の『津輕』と、
現代風にアレンジしたリンゴの香りが爽やかに香る『RASHO～太宰に捧げる～』です。
　醸造にあたり使用したリンゴの品種は『国光』、『紅玉』、『印度』、『ふじ(国光の子)』と、
太宰が生存していた当時多く作られていた品種を意識したそうです。
　商品は、4月29日にオープンした金木町の『産直メロス』で販売されたほか、五所川
原市のふるさと納税の返礼品としても受け付けております。

　五所川原市地産地消を進める会
（会長＝小野妙子）では、今年も夕市
を開催します。会員が丹精込めて栽培
した農産物をたくさん用意し、みなさ
んのお越しをお待ちしておりますの
で、どうぞお立ち寄りください。

●開 催 日　６月10日～11月11日までの毎週金曜日
●開催場所　みどり町４丁目ｰ130
　　　　　  「コミュニティセンター栄」駐車場
●開催時間　16時30分～17時30分（6月～９月）

　　15時30分～16時30分（10月～11月）
●年会費　個人会員1,000円、団体会員3,000円
●連絡先　農業委員会　内線2883

農林水産省 東北農政局 木村 勝彦地方参事官（左）、
高橋 俊惠さん（中央）、佐々木 孝昌市長（右）

【写真】　高野の今 茂さんの圃場で試運転するレベラー

夕市開催の
　  お知らせ
夕市開催の
　  お知らせ

食べられる赤～い
　「Reんごストロ－」
食べられる赤～い
　「Reんごストロ－」

令和４年度五所川原市航空防除事業費補助金令和４年度五所川原市航空防除事業費補助金

地産地消に

興味のある
方

大募集‼

一緒に活動
して

みませんか
？

GPSレベラー試乗運転

太宰が愛した
「リンゴ酒」
再現!!
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再現!!
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総会の開催予定

令和４年5月現在令和４年5月現在令和４年5月現在令和４年5月現在
　下記の農地について、受け手を捜しています。
価格等の条件は交渉できる場合もあります。農
地の位置図もありますので興味のある方は、下
記までお問い合わせください。

※農地を売りたい方・買いたい方、貸したい方・
　借りたい方はご相談ください。
　【お問い合わせ先】農業委員会（内線2885）

各種申請の締切り日
◎農地法第４条申請、第５条申請
・農地を農地以外のものとして使用する場合

例：住宅・車庫・店舗建築
毎月25日締切り（25日が市役所閉庁日の場合は翌開
庁日）

◎農地法第３条申請、農用地利用集積計画の同意、競
売・公売買受適格証明願

・農地を農地として貸借・売買する場合、競売・公売
の入札に参加する場合

　毎月25日締切り（25日が市役所閉庁日の場合は翌開
庁日）

◎あっせん申出
・あっせんにより農地を売買する場合
毎月５日締切り（５日が市役所閉庁日の場合は翌開
庁日）

【お問い合わせ先】農業委員会
☎35‒2111（内線2884、2885）

　今年度の農業委員会だよりの編集委員をご紹介します。
　農業委員会の活動や農業・農地にかかわる施策の情報
提供をしていきます。より良い紙面となるよう努力して参り
たいと存じますのでどうぞよろしくお願い申し上げます。

農地に関するご相談は、お近くの農業委員・農地利用
最適化推進委員までご相談ください。

　「現況届」は、年金を受給するために
必要な毎年の手続きです。

　○送付時期　５月下旬
　○提出期限　６月30日まで

　○提 出 先　農業委員会
　　　　　　　農業委員会金木支所
　　　　　　　農業委員会市浦支所
　○そ の 他　

①用紙をなくしたり、汚したりした方はご
連絡ください。

②「経営移譲年金・特例付加年金」を受給
している方は、自己チェック欄のご記入
をお願いします。

③「現況届」が未提出の場合は、年金の支
給が差し止めとなります。（11月の支払
いから提出されるまで）

※期限を守ってのご提出をお願いします。

【お問合せ先】農業委員会（内線2882）

〇令和４年第７回総会
　　６月10日（金）15：00～   
　　　　　　　　市役所２階　B・C会議室
〇令和４年第８回総会
　　７月12日（火）15：00～   
　　　　　　　　市役所２階　B・C会議室

※法令により総会等の会議は公開されております。
　また、会議録は農業委員会事務局にて縦覧できます。

　【お問い合わせ先】農業委員会
　　　　　　　　 　☎35-2111（内線２８８１）

※その他の情報はQRコードから
　ご覧いただけます。

～農業者年金を受給している皆様へ～

「現況届」は、6月末までに、
ご提出をお願いします！

小野 列子 委員 工藤 昇 委員金谷 広大 委員

令和４年度編集委員のご紹介令和４年度編集委員のご紹介

小林 達英 委員 佐藤 善一 委員佐藤 敬道 委員

番号 整理 
番号 区分 農　地　所　在 地目 面積（a） 圃場整備有無

利用
状況

10a当たり 
希望価格

1 339 売渡
貸付 金木町川倉 七 夕 野 田 42.18 無 非耕作 応相談

2 340 売渡 金木町喜良市 坂 本 畑 20.39 休耕畑 応相談

3 346 売渡
貸付 長 富 竹 崎 田 110.21 水稲 応相談

4 344 売渡
貸付 飯 詰 影 日 沢 田 31.36 休耕田

5 341 貸付 若 葉 一 丁 目 田 9.36 水稲 応相談

6 345 貸付 神 山 境 山 田 116.05 自己
保全 応相談

7 347 貸付 稲 実 開 野 田 122.80 水稲 10,000

8 342 売渡
貸付 広 田 下 り 松 田 34.55 水稲 応相談
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